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はじめに

「健康保育」とはどのような概念であろうか。それは必
ずしも明確でないように思われる。現在は保育士養成校の
校名や学科名に使用されており注１）、一定の認知があるとみ
える。一方、最新の保育用語辞典には「健康保育」の事項
はみられず（例えば東京大学大学院教育学研究科附属発達
保育実践政策学センター 2019）、学術的用語としては定着
していないといえよう。

歴史的にみれば、「健康保育」が大きく取り上げられた
のは敗戦から間もない頃である。幼稚園の教育刷新にあた
って、文部省は保育の基準を作成する必要に迫られた。
GHQの民間情報教育局顧問ヘファナン助言のもと作成さ
れた『保育要領試案（幼児教育の手引き）』注２）（1947年2
月）に「健康保育」が現れる。

『保育要領試案』は幼児（2～6歳）のために望ましい経
験を準備することを原則とし、保育内容を従来の5項目か
ら改め「見学」「リズム」「休息」「自由遊び」「音楽」「お
話」「絵画」「製作」「自然観察」「ごっこ遊び」「劇遊
び」「人形芝居」「健康保育」「年中行事」で組み立てる
ことを構想した（国立教育研究所 1974、1405-1406）。ここ
で「健康保育」が登場するが、その後学術論文等で広く取
り上げられることはなかった。

そこで、本稿では「健康保育」が戦後直近の保育界にお
いていかなる意味で用いられ、どのようにとらえられてい
たのかを保育雑誌の健康保育特集から考察したい。

１．健康保育特集の概要と掲載誌『幼児の教育』

本稿の分析対象は、保育雑誌『幼児の教育』内の特集「幼
児の健康保育」である。『幼児の教育』は、2021年現在も
発行されている代表的な保育雑誌の一つである。その前身
の『婦人と子ども』誌は、編集担当の東基吉の「正しい幼
稚園教育思想を成るべく早く一般に普及させたい念願か
ら」1901年に創刊された（東 1951、p. 33）。誌名は1919年
1 月に『幼児教育』（第19巻第1号から）になり、その後、
1923年9月に『幼児の教育』（第23巻第9号から）へと変わ
った。

同誌の編集・発行は東京女子高等師範学校附属幼稚園
内に結成された「フレーベル会」が中心に行なった。本稿
では、復刊第三期にあたる巻号を使用した。第三期の復刊
には、お茶の水女子大学附属幼稚園の所蔵本や、同大学附
属図書館、倉橋文庫の所蔵本が底本となっている（津守
1981）。

「幼児の健康保育」注３）は、『幼児の教育』第49巻第6号
（1950年6月発行）から、通算15回掲載された特集記事であ
る。著者はすべて平井信義（1919-2006 愛育研究所員・お茶
の水大学助教授‐当時）が担当した。平井は東北帝国大学
医学部出身の小児科医であった。

本特集掲載の趣旨等は示されていないが、同号の編集後
記によると、「平井氏の講和は、大切な健康保育について
氏の理論と経験から、くわしく書いて下さることになって
います。山下氏の幼児心理につづく連載講話として、毎号
を御期待御精読下さい」とあり（p. 44）、専門家による連
続講話の第二弾という位置づけになっている。
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２．「幼児の健康保育」の特集内容

第1回（1950年6月）の記事には、今後の特集予定として
目次が組まれていた。詳細は下記のとおりである。第一部
は保育の実際と関連の深い事項を中心にし、第二部では子
どもの健康にかかわる概念や医学的知識をまとめ、第三部
では嘱託医等の医療制度を挙げていたことがわかる。

第一部
（１）保育案
（２）保母の健康
（３）健康保育のための施設
（４）入園当初の注意
（５）調査する事項
（６）視診と病気の早期発見
（７）基本的な衛生の躾け
（８）予防注射とその意義
（９）健康保育一日
（１０）いろいろな検査、測定
（１１）母の会と母の講座
（１２）家庭訪問
（１３）遠足と運動会
（１４）健康教育の方法（お話、紙芝居）
（１５）一ケ月期及び一年の整理

第二部
（１）幼児の教育
（２）養護
（３）栄養
（４）病気
（５）看護
（６）体質
（７）くせ
（８）こころの衛生
（９）公衆衛生
（１０）健康の意義

第三部
（１）嘱託医
（２）保健所及び医療制度
（３）保育の育児教育

次に、実際の各回の内容を見ておこう（表１）。予定し
ていた「目次」にくらべると、「視診と病気の早期発見」に
多数の回が割かれていることがわかる。そして、全体的に
第一部が主内容となっており、二部、三部はあまり触れら
れていなかった。

３．「健康保育」の意味するところ

上述の構成から、本特集における「健康保育」は子ども
の疾病予防と体調管理、それらに連動した保育・看護の方
法などを指しているとみえる。ここでは、具体的な「健康
保育」の内容についてどのように表現されているのかを検
討する。

15回の記事すべてを調査したところ、「健康保育」の概
念は明記されていなかったため、第9回（1951年3月）の「健
康保育の一日」を手がかりにした。

記述はまず、登園時の園環境が重要であるというところ
から始まる。園環境は健康保育にとって「清潔な雰囲気」や
「精神衛生の在り場」としての意義があるという。

幼稚園へいく、ということは子供にとっては精一杯の
期待なのであります。元気よく家を出て、子供は決し
てゆっくり歩いてなどいきません。道草さえ喰わなけ
れば子供たちは駆け足であります。待ち設けてある子
供の世界へとまっしぐらであります。それに応えて幼
稚園での世界が子供たちを待っていて欲しいのです。
にこにこと迎えてくれる先生、昨日も一日友達であっ
た積木、そして清潔な清々しい室・机・椅子―みんな
子供たちのこころの中に、無形の夢を養ってくれるも
のでありましょう。この夢がやがては理想となり、よ
い生活・健康な生活への希望となるものであります。
夢を養うような雰囲気―これが最も大切な幼稚園生
活だと私は思っています。（平井 1950.06、pp. 42−43）

次に、朝の視診が最も大切であること、手洗い・口すす
ぎを園児が行うことに言及する。保育案については、日光
と空気の重要性を述べ、「戸外保育を充分取入れた案」「臨
機応変に日光や空気を利用するという心構え」を保育者が
意識するかどうかが、子どもたちの健康・不健康の別れ道
になるとさえ思うと主張した（同、p. 43）。

最後に、園児が帰った後の保育者の仕事については、①
その日の子どもたちの行動を振り返って考えてみること
や、②欠席児の様子の確認、③健康教育の積極的なプラン
を立てることを推奨していた。それぞれ具体的には①は
「元気がありすぎて喧嘩をした正夫ちゃん、一昨日あたり
からおあそびに進んで入らない佳子ちゃん。それぞれの問
題について、先生自身の側と、子供の側とから考え合わせ
てみましょう。」（同、p. 43）という記述、②は「欠席し
た子供についても、電話をかけて様子をきくなり、暇を見
付けて寄って見舞ってやることも忘れないでしましょう。
先生に見舞ってもらうことは、お医者の薬よりももっとよ
い薬になることがありますから」（同、p. 44）、③は「近
頃、英子ちゃんはどうもお手を洗いたがらない、たかしち
ゃんはおちんちんをいじっている。之れらを正しく導くに
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はどういう方法がよいだろうか、……いろいろな書類の整
理もしなければならない忙しい中にも、園長先生や同僚の
先生方と、その方法についてあれこれ語り合うこともした
いと思います。」（同、p. 44）が見られた。以上の内容か
ら、「健康保育」は一人ひとりの子どもに寄り添って行わ
れる必要性があったと思われる。加えて、保育者の健康保
育への共通理解や、子どもの基本的生活習慣を重視してい
たことがうかがわれる。

４．「健康保育」の重要性と課題

それでは、「健康保育」の実施に向けては当時どのよう
な課題があったのだろうか。平井は「健康保育」の重要性
を説きながら注４）、保育者の仕事として定着させるには課題
があると認識していたようだ。

彼は「幼稚園に経験の厚い方々とお話をする機会を得ま

したが、その方々の中に、子供のからだのことは医者とか
保健師にまかせておけ、保母はからだの点まではとても力
が及ぶものではない、それでなくとも忙しいのだから、と
いうご意見」があり、それが非常に残念であると述べる（平
井 1950.06、p. 37）。また「保母さんを養成する教育にから
だの方面がおろそかであるのを不満に思って」（同）いた
こと、それを補う嘱託医や「保健婦」の巡回制度の確立は
現在間に合っていないことを指摘していたことからも上
述の認識はうかがえる。

そこで平井は当時の保育界へのアピールの仕方として、
海外の「健康保育」の理論紹介を選んだ。例えば第4回（1950
年9月）の冒頭で、アメリカの心理学者・小児科医のアーノ
ルド・ゲゼル（Arnold Lucius Gesell，1880-1961）の論文抄
を取り上げている。

時も時、私はこの講座のために原稿を書きながら
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表１．「幼児の健康保育」各回の内容



も、いつも、健康保育を強調することが、保母さんの
大きな負担になりはしまいか、私の思いすぎになりは
しまいかと内心恐れていたのでした。處が1923年に書
かれたゲゼル博士の論文は、この上なく私への激励と
なったのでした。私はこの抄録をむさぼり読み、更に
ノートをしながら、恩師斎藤先生のご厚情を感謝し、
且つ健康保育を促進する為、百倍の勇気を得たのであ
ります。

ゲゼル博士は冒頭に於て、「健康管理所としての幼
稚園」として、「幼稚園の先生は、健康増進を教育上
の最高目標とすべきである」と云はれ、…（中略）…

「就学前の小児は、最も大きい発育を示す時であ
り、発育は遺伝の力にもよるが、同時に保健条件、―
―食物、空気、日光、遊び等が関係する。」「更に学
童の身体的欠陥の多くは、幼稚園時代にその萌芽がみ
られる。」「公衆衛生の立場から見ても、就学前時代
は基礎的予防が実際に行わなければならない時。」「故
に幼稚園は完全に公衆予防衛生の施策に副う可きで
あり、健康教育及び実際の健康増進設備と活動が必要
となる………」

今から四分の一世紀前に、アメリカでゲゼル博士が
唱えたことを、今ここに私共が声を荒げて叫ばなけれ
ばならぬのは本当に情けないことではありますが、声
を荒げることさえ控えめに―と感ずる私には、この抄
録は天与のものの様に思えたのであります。（平井
1950.09、pp. 26-27、 下線は引用者）

このように、特集「幼児の健康保育」の理論的基盤を強
化するために、アメリカの心理学者兼小児科医の言質を利
用していた。下線を付した引用箇所については、「幼児の
健康保育」の重点的な内容との重複が見られ、平井がアメ
リカの動向を参考にしていたこともわかった。

アメリカの健康保育情報の利用はほかにもある。第7回
（1950年12月）では、文部省初等教育顧問ガートルード・
エム・ルイス（Gertrude M. Lewis, 1896 -1989）が健康教育
について講話した内容を紹介している。「向うの幼稚園で
は、医者とか看護婦の連絡が大変密接に行なわれているこ
とは、私共にとって羨ましい制度ですが、そうかといって
幼稚園の先生方が「朝の視診」を短い時間で要領よく実施
することは怠っていないそう」であることや、子どもが挨
拶をしに来るときに、目や手などの視診に大切な項目を観
察し、そのために戸口に椅子を置いて保育室に入る前に視
診を完了させることなどが記されていた（平井 1950.08、p.
37）。

おわりに

以上のように、本稿では「健康保育」の意味内容や扱わ

れ方を保育雑誌の特集から検討してきた。特集で予定され
ていた事項は①保育の実際と関連の深い事柄、②子どもの
健康にかかわる概念や医学的知識、③嘱託医等の医療制
度、の大きく3つであった。実際には紙幅の都合もあって
か、①の事項が中心に扱われていた。

「健康保育」は総じて、こどもの疾病予防と体調管理、そ
れらに連動した保育・看護の方法などを指していたとみ
える。執筆者の平井は、「健康保育」が日々の保育実践と
区別されたものでなく、年間の計画や保育者の振り返り、
毎日の子どもとの触れ合いの中に溶け込んだものとして
あるべきことを説いていた。

「健康保育」の学術的バックグラウンドは、当時のアメ
リカの健康教育実践にあり、平井はその中から特に、日光
を利用した園環境の構成や保育計画の促進、当園児の視診
による疾病予防などが大事であると考えて、保育界への紹
介に紙幅を割いていたと思われる。

本稿の今後の課題として、①戦後の健康・保健教育（義
務教育を含む）の動向を射程に入れた考察、②当時の教員
や学識者の知識刷新に貢献した教育指導者講習（IFEL）の
中での幼児教育関係の内容との比較、③幼稚園と保育所の
差異に注目しての考察等多くの点が挙げられる。

注

１）厚生労働省「指定保育士養成施設一覧（R3．4．1現在）」
によれば、大阪健康ほいく専門学校（保育科・初等教育
科）、新見公立大学健康科学部健康保育学科が「健康保
育」の名称使用例として認められる。このほか、「子ど
も」と「健康」を組み合わせる学校名もある（九州女子
短期大学子ども健康学科、至学館大学健康科学部こども
健康･教育学科等）。

２）『保育要領試案（幼児教育の手引き）』は戦後の保育
内容の指針として打ち出された。1956年にそれに代わる
「幼稚園教育要領」が刊行された際に、大枠が引き継が
れた。

３）本稿で対象とした「幼児の健康保育」の記事はすべて
復刻版の『幼児の教育』を参照した。

４）例えば、「視診による病気の発見についてお話したわ
けですがあなた方保母さんは、子供の生活の半分を導い
ている方々でありますから、以上お話した分の知識は是
非持っていただき、子供のよき保護者であると共に、母
親のよき助言者であって欲しいと思います。」（平井
1950.06、p. 37）と述べている。
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